
研究課題：インド・アッサム州内の茶農園に残る日降水量データのデータレスキュー 

 

地球の気候変動は、気象観測記録やそれに代わる代替データをもとに、気温や降水量などのパラメー

タがこれまでどのように推移してきたかを分析することで明らかになってきた。近年、長期気象観測デ

ータの面的な不足を補うため、19 世紀以降に行われた紙媒体の観測記録（商業船の航海記録などを含む）

を幅広く発掘・デジタル化して解析に用いる「データレスキュー」が世界中で進められつつある（たと

えば、ACRE、IEDRO、NOAA-CDMP など）。しかし、これまでイギリスやアメリカで進められてきたデ

ータレスキュープロジェクトでは、広大な海洋上のデータの収集に目が向けられ、インド北東部のよう

な内陸部の観測データは対象とされてこなかった（Allan et al. 2011）。 

研究代表者は共同研究者らと、アジア域（特に旧英領インドのベンガル地方、旧ビルマなど）のデー

タレスキュー・プロジェクトを進めるなかで、まだほとんど研究に使われていない民間の気象観測資料

を発見した。それはアッサム州内の茶農園において観測・記録されていたもので、古い大規模茶園（Tea 

Estates）を中心に、茶園が拓かれた当初から現代まで継続されていることがわかった。これらの大規模茶

園の多くは英国資本下で開拓され、インド独立前（インド気象局が気象観測網を整備する前）に、近代

的な測器による気象観測を開始している。さらに茶園の多くは郊外に立地し、気象局等による陸上の観

測点のデータを時空間的に補うことができる。このようなこれまでに利用されたことのない新たなデー

タを活用し、アジアモンスーン多雨地域における長期降水量変動を高精度に評価することが期待される。 

そこで 2017 年に、外部資金を利用して現地の茶園を訪問し、データの保管状況や利用に向けた基礎的

調査を開始した。すると多くの大規模茶園で日雨量、日最高気温、日最低気温が観測され、記録が残さ

れていること、観測データの多くが茶園ごとに異なった様式の手書きデータブックのみで保管されてい

ること、データブックは各茶園に足を運ばないと確認できないことなどが明らかになった。この調査を

ふまえ、2018 年より各茶園の手書きデータブックのスキャン（および写真撮影）を開始した。本研究で

はこの研究を継続し、アッサム州内各地の茶園に残された気象観測資料のスキャン（および写真撮影）、

ならびにスキャンした手書きデータのデジタル化を進めた。 

2019 年は、外部資金を利用して 8 月に現地を訪問し、3 ヶ所の茶園でデータ収集を行った。現地調査

では、メタデータの収集（茶園の面積や設立年、観測の状況など計 18 項目のアンケート）と同時に、手

書きで記録されたデータブックをスキャンあるいは写真撮影してデータを収集している。さらに、収集

した画像データを数値データとして解析可能にするため、業者にデータ入力を依頼した。各茶園によっ

て収集できたデータの期間が異なるが、計 7 ヶ所の茶園について、日雨量、日最高気温、日最低気温の

データセットを作成した。2019 年度の研究推進費で追加の現地調査（データ収集）と、残りのデータ入

力を計画していたが、2020 年 3 月の計画が、新型コロナウィルス感染拡大の影響で中止となり、当初計

画していた研究内容を遂行することができなかった。 

なお本研究の成果については、2019年 11月 4〜6日に開催された” ACRE China, Southeast Asia, ans Japan 

workshop（@China University of Geosciences, China）”、ならびに、2020 年 2 月 27〜29 日に開催された”2nd 

International Workshop on Extreme Severe Storms and Disaster Mitigation Strategies（@Central University of 

Rajasthan, India）”において、それぞれ口頭発表を行った。 

                                                  

 


